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高齢者の買物行動
――埼玉県西部地域を事例として――

南 林 さえ子

は じ め に

高齢社会を迎え，買物弱者である高齢者の買物行動を把握することは，生活

の質の保障をするという意味で重要なことである。筆者ら１）はこれまで，飯能

市における消費者の買物行動について，アンケート調査を行い，世帯の商品別

買物場所，買物回数，交通手段や要望を元に，居住地域別年齢別の消費者の買

物行動をまとめてきた。

飯能市の飯能地区は江戸時代からすでに市が開かれ，明治初期には大通り周

辺に商店街が形成され，１９７０年ころまで，大通り商店街，中央通り商店街，銀

座商店街の三商店街と飯能駅周辺の地域で一極集中型の強固な中心市街地がで

きていた。１９７０年代後半から大型小売店の出店が郊外地域で始まり，現在に

至っているが，主に飯能地区内の東側地域，加治，精明の平地部に出店され，

山間部居住者は平地部に買物に行かなければならない構図となっている。その

ため主な買物交通手段は車であり，自力での車の運転が困難な高齢者にとって

非常に大きな問題となっている。

今回，特に焦点を当てたのは，高齢者の買物行動である。地方都市中心部に

おいては高齢化の進展と，大型小売店舗の郊外移転による空洞化で，買物が非

常に困難になっていることが報告されているが，飯能市中心部ではどのような

問題が起こっているかを明らかにした。飯能市では大型店舗の郊外出店はある

ものの，市街地中央に食品スーパー，百貨店があり，かつ人口は減少している

もののその減少率はまだわずかであるという現状がある。飯能市中心部には生

活利便性を享受している高齢者の存在があると考えた。

上記のような条件の中で本稿では，高齢者の日常の買物行動について若年者

との比較の上で，明らかにした。
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第１章 先 行 研 究

� 高齢者世帯の所得と支出

総理府の発表する家計調査（平成２１年）２）や厚生労働省の平成２１年国民生活基

礎調査３）の高齢者世帯（６５歳以上）の所得と支出を他の階級と比較すると，次

のようにまとめられる。

� 高齢者世帯の平均所得金額は，全世帯の平均所得金額の約半分強である

が，一人当りの所得金額は全世帯平均と大きな差はない。高齢者世帯の一

人当りの所得金額の推移は年々減少しつつある

� 高齢者世帯内部では，ジニ係数で確認すると一般世帯に比べて，所得格

差が大きい

� 高齢者世帯全体の消費金額は，他の階級（３０歳代～６０歳代）を下回るが，

一人当りの消費金額は少なくない。一人当りの消費支出は４０歳未満の世帯

よりも上回っている

� 一人当たり消費支出での高齢者世帯の支出の内訳として，食料費は全平

均より高いこと，外食支出は低いことなど健康志向がうかがえること，教

育費は極端に低いこと，教養娯楽費は高齢者世帯のほうが高く，交際費の

支出が多い

以上より，高齢者世帯の特徴として，次のことがあげられる。

� 中年世代の家計を圧迫する教育費，住宅ローンの二大出費が軽くなって

いるので，高齢者が自由に使えるお金は，見た目より多い

� 余暇や交際などへの支出の割合が多く，生きがい志向や暮らしを楽しむ

傾向がうかがえる

� 高齢者購買活動特性

高齢者の身体機能の側面から高齢者の購買活動上の特性は以下の通りであ

る４）。

� 高齢者の外出に対しては，身体とりわけ脚力の機能低下に加えて視力，

聴力の低下に対する配慮が必要であり，このような買物環境の整備が実現

できれば，多少のからだの不自由があったとしても，自力で歩行ができ，

経済的余裕があり，時間的に自由が多い高齢者にとって，買物という行動

駿河台経済論集 第２０巻第２号（２０１１）

１２８



は，ひとつの余暇活動として十分意味のあるものになりうる

� 他のどの世代よりも個人差，多様性のある集団である

� 高齢者の買物頻度

高齢者の買物行動について，いくつかの調査研究が報告されている。そのひ

とつが買物頻度についてである５）。一般には�と言われてきたが，調査結果で

は�とみなされた。

� 高齢になるにつれ，買物に行く頻度が減り，また，男性よりも女性のほ

うが買物に行く頻度が高く，買物時間も長い

� 高齢になるにつれて買物に行く頻度が増える。また，女性は買物に行く

人と行かない人の差が大きく，買物時間は長い

� 高齢者にとって望ましい購買システム

高齢者の好む購買方法や店舗選択基準は，次のように考えられる６）。

� 価格で選ぶよりは売り手の顔が見える販売形態

� 通信販売，コンビニエンスストアなどの比較的新しい業態の利用は，年

齢層が高くなるにしたがって低下する。利便性よりも従来より慣れ親しん

だ購買方法を好む

� ディスカウントストアの利用が年齢が上がるにつれて低下しており，高

年齢層になるにしたがい価格以外の基準で店舗を選択する

高齢化社会における望ましい購買システムは�と�の購買形態が補完しあっ

て始めて可能となる。以上よりその方向性を考えると次のようになる。

１）身体機能の低下に対応し自立生活への第一歩としての購買システム

２）高齢者の不安を和らげるための社会との接点としての購買システム

３）生きがいづくり，多様でこころ豊かな老後生活を送るための手段として

の購買システム

� 高齢者の買物における満足度

買物における満足度に注目した研究もある７）。

買物行動は高齢者の「楽しみ」になりえ，大規模小売店舗は高齢者の買物に

対する満足感を充足するポイントを押さえてはいるが，人的なサービス面が弱
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いという結果が出た。気構えることなく何気ないコミュニケーションが取れる

日常の行動を，高齢者は「楽しい」・「好き」と評価している。

本稿は，高齢者の買物頻度，購買システム，買物に対する要望などについて，

これらの所見についての実証を試みた。

第２章 調査の実施概要

１．調査方法の概要

� 調査実施期間 平成１９年１１月１６日～１１月３０日

� 調査地域 飯能市全域

� 調査対象 飯能市に居住する世帯

� 調査方法 郵送法による自記式アンケート調査

� 調査対象の抽出と回収状況

� 抽出方法 平成１９年１０月１日現在の飯能市の住民基本台帳から，図２―

１の８地区の居住地区別に等間隔抽出法により２，０００世帯

を抽出した。平成２３年１月現在，飯能市の地区分割は９地

区となっており，加治地区より美杉台地区が分離している。

� 回収状況 配布先：２，０００世帯 回収枚数：８９７枚 回収率：４４．９％

� 総計回収数に対する各地域の割合 飯能市の地区別回収枚数等につい

ては，表２―１のとおりである。

調査対象抽出時，吾野・東吾野・原市場・名栗の山間地域は平地の地域割合

よりも多く割り当てた。市内全体を考察する時は調整をしている。

本稿の高齢者の買物行動分析では，質問紙における年齢階級を，２０歳代，３０

図２―１ 飯能市内の８居住地区図
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歳代のように１０歳刻みで聞いたため，６０歳以上と６０歳未満に分けて分析してい

る。人口統計上の高齢者と異なっていることをあらかじめお断りする。また，

全体で４通の年齢の未記入が存在する。

２．飯能市町村別高齢者数・高齢化率・人口増加率

国政調査結果（２００５年１０月１日現在）を元に飯能市の高齢者（６５歳以上）に

ついての分布を表２―２，その人数を図２―２，高齢化率を図２―３に示す。但

し，人口増加率のみ飯能市市民課の住民基本台帳のデータ（各年１月１日）で

ある。

２００５年国勢調査の全国高齢化率は２０．１％である。

６５歳以上の高齢者数は，人口集中地区の飯能地区，精明地区，加治地区，及

び原市場地区に多い。高齢化率が全国平均の２０．１％よりも低い値の地区は，精

明地区，加治地区，美杉台地区，原市場地区となっている。そのうち美杉台地

区が最も低くなっている。一方で中心市街地である飯能地区及び南高麗，吾野，

東吾野，名栗は全国平均よりも高くなっている。

図２―３に示すように，町村別には，精明地区，吾野地区，原市場地区の一

部に高齢化率４０％を超す町村がある。

表２―２の人口増加率は，南高麗地区が大きく増加していることがわかる。

表２―１ 飯能市の地区別回収枚数等

地 域 回収枚数 構成比（％） 回収枚数
うち６０歳以上

回収枚数
うち６０歳未満

１．飯 能 ２１１ ２３．５ ９６ １１５

２．精 明 １４１ １５．７ ４６ ９５

３．加 治 １７９ ２０．０ ７４ １０４

４．美 杉 台 ４５ ５．０ １８ ２７

５．南 高 麗 ３１ ３．５ １１ ２０

６．吾 野 ５３ ５．９ ２５ ２８

７．東 吾 野 ５４ ６．０ ２５ ２９

８．原 市 場 １１９ １３．３ ４７ ７１

９．名 栗 ５０ ５．６ ３１ １９

１０．無 回 答 １４ １．６ ８ ４

総 計 ８９７ １００．０ ３８１ ５１２

出所：人口は平成１９年１月１日現在の飯能市の住民基本台帳
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表２―２ 飯能市内高齢者数・人口・高齢化率

６５歳以上人口 人口 高齢化率 人口増加率（２０１０／２００５）

飯 能 ４，５７２ ２２，２５７ ２０．５ －０．５

精 明 ３，５１５ １７，６２０ １９．９ －１．０

加 治 ３，５１５ ２０，４６８ １７．２ －１．０

美 杉 台 ５９１ ５，０５１ １１．７ ０．９

南 高 麗 ６７３ ２，６４９ ２５．４ １３．７

吾 野 ８８５ ２，７９７ ３１．６ －１３．９

東 吾 野 ５９３ ２４，０９ ２４．６ －１０．６

原 市 場 １，４５４ ９，１２０ １５．９ －８．４

名 栗 ７９１ ２，４８９ ３１．８ －１２．１

市 全 体 １６，５８９ ８４，８６０ １９．５ －２．２

出所：２００５年国勢調査，人口増加率は飯能市住民基本台帳より作成

図２―２ ６５歳以上人口
出所：２００５年国勢調査データより筆者作成

図２―３ 高齢化率
出所：２００５年国勢調査データより筆者作成
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３．飯能市町村地域の考え方

飯能市内は，現在行政上，一般に９地区に分けられている。今回の買物行動

調査時に対象とした商店街や大型店舗は，９地区のうちの飯能，精明，加治，

原市場の各地区にある。

� 飯能地区

江戸時代から続く商店街を持ち，かつ百貨店，大型スーパーが集中し，中心

市街地を形成している。この地区にはJR八高線，西武池袋線・秩父線が通っ

ており，その線路の踏み切りはこれまでの調査９）で交通上のネックになってい

ることが報告されている。この特殊性を考えて，図２―４に示すように，飯能

地区を分割した。

１）飯能中央：西武池袋線・秩父線に囲まれた地区で，百貨店，飯能大通り

商店街，飯能中央通り商店街，飯能銀座商店街の３商店街，

食品スーパーがあり，買物は基本的には徒歩圏と考えられる。

東飯能駅から大通りの突き当たり市立図書館まで（矢印）約

１Km１５分の距離である。

２）飯 能 南：西武池袋線の南地区で，大型ショッピングセンターサビア飯

能がある。

３）飯 能 東：JR八高線の東地区で，食品スーパー，ドラッグストア，

ショッピングセンターなどが集中する地区である。

４）飯 能 北：西武秩父線の北地区で，地区範囲が広い。日高市との境界近

出所：Yahoo地図より筆者作成

図２―４ 市街地地図
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くにショッピングセンター（マミーマート）ができた。

５）飯 能 西：飯能中央の西地区で市街地からは遠く，地区範囲が広い。バ

スが主な交通手段である。

� 精明地区

飯能東地区に接し，かつ入間市，日高市に接する飯能市の東端である。地区

範囲は住宅地と農地である。交通機関はバス便である。大型ショッピングセン

ター，大型ホームセンターがある。

� 加治地区

住宅地であり，飯能駅・元加治駅から徒歩圏・自転車圏といえる。

� 美杉台地区

平成元年に開発された分譲地で，２０年を過ぎているが，開発はまだ続いてお

り，高齢化率が１１．７％と飯能市内の地区では最も低い。人口は増加している。

飯能駅から徒歩で団地入口までおよそ２０分，バス便で飯能駅まで１０分，１７０円

である。

� 南高麗地区

東京都青梅市に隣接した県境である。秩父山系の東端にあるため，山地から

緩やかな丘陵まで変化に富み，東西９km，南北３～４kmの東西に細長い地域

となっている。地区東端の飯能駅から南約１．５Kmのエリアの人口増加が顕著

である。中心地区は飯能駅まで約９Km，バス便で約２０分，３６０円，また，最

奥の間野黒指から飯能駅まで１２Km，約３５分，４３０円である。バスは１時間に

３本以下である。

� 吾野地区

昭和３１年飯能市に編入。高麗川の上流に位置し，林業が盛んで西川材の産地

である。国道２９９号，西武鉄道秩父線が通る。江戸時代より続く伝統的な西川

林業の中心的地域であり，地区の大部分が山林である。大正期の古民家が建ち

並ぶ吾野宿，明治，大正の歴史的な旧校舎が残る小学校がある。人口減少は

１０％を超える。西武鉄道吾野駅から飯能駅までは５駅，昼間の本数は１時間当

り２本程度，運賃２３０円である。

� 東吾野地区

昭和３１年飯能市編入。説明は吾野地区と同様，地区の大部分が山林である。

人口減少率も同様に１０％を超える。西武鉄道東吾野駅から飯能駅までは４駅，
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昼間の本数は１時間当り２本程度である。運賃は２００円である。

� 原市場地区

昭和３１年飯能市編入。江戸時代に江戸のまちづくりのための建築材の需要が

増え，この地区から生産される良質な桧材は，筏を組んで入間川を下り，西川

材と呼ばれた。この筏流しの風景は昭和初期まで続き，この山村の地場産業と

して栄えた。人口減少率は８．４％である。中心位置に食品スーパーがある。飯

能駅まで約７Km，２０分，４００円である。

	 名栗地区

平成１７年（２００５年）に飯能市と合併した。名栗村は埼玉県秩父市，東京都青

梅市と接しており，交流が深い。地区内には大型店舗は無く，買物は飯能市，

秩父市，青梅市へと出かけることになる。人口減少は１０％を超える。飯能市へ

のアクセスは，バス便で名栗車庫から飯能駅まで約１６Km，約５０分，６６０円，

名郷から飯能駅まで約２４Km，６２分，７９０円である。本数は１時間に３本以下

である。

今回の調査での居住地別の高齢者の買物行動分析は，これらの９地区別に行

うと山間部のサンプル数が非常に少なくなるため，買物条件が同じと考えられ

る山間地区を合併した。また飯能中心部についても同様の理由のため３地区と

し，新しく９つの居住地を考えた。変更したのは以下の地区である

� 市街地中央：飯能中央，飯能南，飯能東を合併した。徒歩圏内に大型小

売店を持つ

� 市街地北，市街地西：飯能北と飯能西をそれぞれ名称変更した

� 吾野・東吾野：吾野と東吾野を合併した。鉄道沿線である。大型小売店

はない。ドラッグストアが１件ある

� 南高麗・名栗：南高麗と名栗を合併した。バス便のみ，大型小売店はな

い

商業集積地の地区割りは，立地を明確にするため，飯能地区を５地区に分け

て分析した。商業集積地別の商業施設数を，表２―３に示す。

市内には１３件の商店街・大型店・食品スーパーがあり，飯能地区に集中して

いる。ホームセンターは精明，加治に大型の店舗がある。コンビニエンススト

ア（コミュニティストアを含む）は２４件，ドラッグストアは８件である。

高齢者の買物行動
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４．商業集積地別の概要

各地区の居住者がどの商業集積地に買物に行くかについて，各地区間の吸引

率を求めた。この場合商業集積地として居住地区を区分し直し，飯能地区を５

地区にしている。ここでは，日常の買物行動で重要な生鮮食品（肉・魚・野

菜・果物）を対象にした。表では地元吸引率を網掛けにした。

６０歳以上の「肉・魚・野菜・果物」に対する地区別吸引状況を表２―４に，６０

歳未満を表２―５に示す。

全体には，６０歳以上の飯能市内吸引率は，「８吾野・東吾野」の７７．３％を除

いて９０％以上の値となっている。６０歳未満では，「８吾野・東吾野」が５５．８％

と低い値になっており，日高市への流出が目立つ。他に「３．市街地西」，「７．原

市場」の飯能市内吸引率が９０％以下となっている。６０歳未満では，地区外への

流出率が高い。

地区別には，商業施設が集中している「１．市街地中央」の地区内吸引率が６０

歳以上で９７．６％と非常に高い数値となっており，特に「飯能中央」地区への買

物が８８．１％と，旧来からの買物行動を取っていると考えられる。しかし６０歳未

満では，「飯能中央」地区への買物割合は４７．５％とほぼ半分で，残りは「飯能

東」などの他地区に移動している。これら他地区は徒歩圏を越えている。

表２―３ 地区別商業施設数

商業集積地 商店街・大型店・
食 品 ス ー パ ー

ホームセンター・
電 気 店

コンビニエンス
ス ト ア ドラッグストア

飯 能 中 央 ５ ０ ４ １

飯 能 南 １ ０ ２ １

飯 能 東 ２ ２ ２ １

飯 能 北 ０ ０ １ １

飯 能 西 ０ ０ １ １

精 明 １ １ ６ ０

加 治 １ １ ４ ０

美 杉 台 ０ ０ １ ０

原 市 場 １ ０ １ １

吾野・東吾野 ０ ０ １ １

南高麗・名栗 ０ ０ １ １

計 １１ ４ ２４ ８

出所：『統計はんのう』他（平成１９年１１月１日現在）
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表２―４ 肉・魚・野菜・果物（６０歳以上）

商業集積地

居 住 地
１．市街
地中央

２．市街
地北

３．市街
地西 ４．精明 ５．加治 ６．美杉

台
７．原市
場

８．吾野・
東吾野

９．南高
麗・名栗

飯 能 中 央 ８８．１ ７０．０ ５９．１ １３．４ ３３．１ ２５．０ ３５．０ ３９．８ １７．６
飯 能 南 ２．４ ０ １３．６ ０ １３．１ ６２．５ ３．８ ８．０ ８．８
飯 能 東 ７．１ ２０．０ ９．１ ４１．５ ２０．８ ０ １０．０ １５．９ ５．９
飯 能 北 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
飯 能 西 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
精 明 ２．４ ５．０ ４．５ ３４．１ ９．２ ０ ２．５ ２．３ ２．９
加 治 ０ ０ ０ ３．７ １６．２ １２．５ ２．５ ０ ０
美 杉 台 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
原 市 場 ０ ０ ９．１ ０ ０ ０ ４３．８ ０ ３０．９
吾野・東吾野 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １１．４ ０
南高麗・名栗 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２６．５

飯能市内吸引率 １００．０ ９５．０ ９５．５ ９２．７ ９２．３ １００．０ ９７．５ ７７．３ ９２．６
入 間 市 ０ ０ ０ ０ ６．２ ０ ２．５ ２．３ ２．９
狭 山 市 ０ ０ ４．５ ２．４ ０ ０ ０ ０ ０
所 沢 市 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
日 高 市 ０ ０ ０ ４．９ １．５ ０ ０ １５．９ ０
川 越 市 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
秩 父 市 ０ ５．０ ０ ０ ０ ０ ０ ４．５ ０
そ の 他 県 内 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

池 袋 新 宿 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
青 梅 市 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４．４
瑞 穂 町 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
武 蔵 村 山 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
そ の 他 県 外 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

計 １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００

表２―５ 肉・魚・野菜・果物（６０歳未満）

商業集積地

居 住 地
１．市街
地中央

２．市街
地北

３．市街
地西 ４．精明 ５．加治 ６．美杉

台
７．原市
場

８．吾野・
東吾野

９．南高
麗・名栗

飯 能 中 央 ４７．５ ５０．０ ３５．５ １０．８ ２０．６ １２．０ ２６．２ ２６．９ １９．４
飯 能 南 ９．０ ０ １６．１ ０ １４．７ ６０．０ ９．２ ３．８ ２４．１
飯 能 東 ２４．９ ４４．７ １６．１ ３４．９ ３３．３ ４．０ １２．３ １７．３ ５．９
飯 能 北 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
飯 能 西 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
精 明 ６．８ ５．３ １２．９ ４４．１ １７．２ ０．０ ６．２ ３．８ ５．９
加 治 ３．４ ０ ３．２ １．１ ３．９ ２０．０ ３．１ １．９ ２．９
美 杉 台 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
原 市 場 １．７ ０ ３．２ ０ ０ ０ ３２．３ ０ ３０．０
吾野・東吾野 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １．９ ０
南高麗・名栗 ０ ０ ０ ０ １．０ ０ ０ ０ ２．９

飯能市内吸引率 ９３．２ １００．０ ８７．１ ９０．９ ９０．７ ９６．０ ８９．２ ５５．８ ９１．２

入 間 市 ３．４ ０ ０ ５．９ ７．４ ０ １．５ ３．８ ２．９
狭 山 市 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １．５ ０ ０
所 沢 市 ０ ０ ０ １．１ １．０ ０ ０ ０ ０
日 高 市 １．７ ０ ６．５ １．１ ０ ０ ４．６ ３６．５ ０
川 越 市 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １．５ ０ ０
秩 父 市 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １．９ ０
そ の 他 県 内 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

池 袋 ・ 新 宿 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
青 梅 市 ０ ０ ３．２ ０ ０ ４．０ １．５ ０ ５．９
瑞 穂 町 １．７ ０ ３．２ １．１ ０ ０ ０ １．９ ０
武 蔵 村 山 市 ０ ０ ０ ０ １．０ ０ ０ ０ ０
そ の 他 県 外 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

計 １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００ １００
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「２．市街地北」は，隣接する「飯能中央」と車などの交通手段の必要な「飯

能東」とで９０％を超える。６０歳以上よりも未満の方が「飯能東」へ行く割合が

高い。

「３．市街地西」は６０歳以上では「飯能中央」が５９．１％と群を抜いて高いが，６０

歳未満では分散し，県内，東京まで広がっている。

「４．精明」は地区内と「飯能東」がほぼ同じ割合で３０～４０％で，他に「飯能

中央」が１０％と年齢差はあまりない。

「５．加治」は地区内は高くなく，飯能の中心地，精明へ流出している。

「６．美杉台」は年代の別なく，「飯能南」が６０％を超えている。

「７．原市場」は年代の別なく，地区内が３０～４０％で，５０％近くが飯能の中心

地区に買物にきている。

「８．吾野・東吾野」は地区内は６０歳以上では１１．４％，未満は１．９％であり低い。

市街地中央の３地区へは，６０歳以上で６０％程度，未満では５０％程度である。他

はほぼ日高市に行くが，６０歳未満では３６．５％と非常に高いものとなっている。

年齢差が大きい。

「９．南高麗・名栗」は地区内は６０歳以上では２６．５％，未満は２．９％であり低い。

原市場への流出が最も高い。年齢差が大きい。

第３章 飯能市民の買物行動

１．消費者の買物行動

� １週間の買物回数

６０歳以上の買物回数を図３―１に，６０歳未満の買物回数を図３―２に示す。

６０歳以上の買物回数は，「１．市街地中央」で，「週４～５回以上」の多頻度消

費者が７０％を越える。次いで多頻度消費者が４０％を越えるのは「５．加治」４６％，

「６．美杉台」４４．４％，「２．市街地北」４２．９％であるが，これらの地区の過半数

は「週に２～３回」以下の回数である。次いで「４．精明」が３２．６％，「７．原市

場」２７．６％，「３．市街地西」２５．９％で，これらの地区は「週に２～３回」以下

の回数が７割を占める。「８．吾野・東吾野」１０．０％，「９．南高麗・名栗」１４．３％

であり，「７．原市場」を含めて，「週に１日くらい」以下の回数のものが２５．５％

～４２．９％である。

６０歳未満と比べると，多頻度消費者が６０歳以上の方が多いのは，「１．市街地
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中央」で１３．０％プラス，「２．市街地北」２．９％プラス，「６．美杉台」１８．５％プラ

スの３地区である。「１．市街地中央」と「２．市街地北」は身近に買物が出来る

環境にあり，６０歳以上の消費者がこまめに買物をする生活スタイルを持ってい

ることが分かる。逆に「６．美杉台」では，６０歳未満の消費者の７０％が「週２～

３日」の買物行動をする人であり，買物よりも別の活動に重きを置いた生活ス

タイルの消費者が多いことが分かる。

全体に，６０歳未満では，地区差は縮小している。６０歳以上では，地区別の買

物環境に直接影響を受ける。近くに小売店があれば，頻度が高くなるが，距離

的に遠い山間部等は特に回数が減少する。６０歳未満で地区の差が縮小するのは，

交通手段でその距離を克服するからである。

このため６０歳以上の消費者の方が回数が多くなっている。

� 買物時によく利用する交通手段

６０歳以上の交通手段を図３―３に，６０歳未満の交通手段を図３―４に示す。

６０歳以上の交通手段は，各地区必ず「徒歩」や「自転車」で買物に行く人が

１０％以上いることが分かる。「１．市街地中央」では「徒歩」が５２．１％を占める。

これはまさに地の利を生かしたものである。次いで，「自転車」は「２．市街地

北」，「４．精明」，「１．市街地中央」，「５．加治」で多く，平地でかつ比較的安全な

道のある地域で自転車が使われていることが分かる。「３．市街地西」，「６．美杉

図３―１ ６０歳以上の１週間の買物回数（％） 図３―２ ６０歳未満の１週間の買物回数（％）
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台」，「７．原市場」，「８．吾野・東吾野」，「９．南高麗・名栗」は「自動車」が６０％

を超え，最も多い手段となっている。「３．市街地西」，「６．美杉台」，「７．原市場」，

「９．南高麗・名栗」はバスが，「８．吾野・東吾野」は「電車」が買物時交通手

段としての役割を果たしている。

６０歳未満の消費者の交通手段はほぼ「自動車」である。「６．美杉台」，「８．吾

野・東吾野」，「９．南高麗・名栗」は「徒歩」は全くいない。「自転車」も少な

く，特に「２．市街地北」は「自転車」利用がいなくなっている。「６．美杉台」，

「８．吾野・東吾野」，「９．南高麗・名栗」はバス，電車があるものの，９５％以上

が「自動車」利用となっている。特に「６．美杉台」は飯能駅から徒歩２０分で至

近距離にあるが，「自動車」で移動する生活スタイルが見受けられる。

� 通信販売の利用状況

６０歳以上の通信販売の利用状況を図３―５に，６０歳未満を図３―６に示す。

全体には，６０歳未満の方が利用率は高い。「よく利用している」については，

６０歳未満は，「１．市街地中央」，「２．市街地西」，「６．美杉台」で４０％前後である。

６０歳以上では，［６．美杉台」，「３．市街地西」で２５％前後で突出している。

６０歳以上の今後の利用意向は，「８．吾野・東吾野」で１２．２％，「１．市街地中央」

で１０．６％と２地区で１０％を超えるのみで，利用意向は大きくない。

� 通信販売を主に利用している媒体

図３―３ ６０歳以上の買物時の交通手段（％） 図３―４ ６０歳未満の買物時の交通手段（％）
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６０歳以上の通信販売の利用媒体を図３―７に，６０歳未満の通信販売の利用媒

体を図３―８に示す。

図３―７，図３―８をみると，いずれも「通販業者のカタログ（生協の注文票

を含む）」が最も多い。他の媒体の利用は６０歳未満の方が多い。２つの年代層

で最も違いのある地区は［６．美杉台」，「３．市街地西」であり，６０歳以上でカタ

ログの増加が大きい。

２．商店街の利用状況と改善課題

� 消費者の動向と意識

� コンビニエンスストアの利用頻度

６０歳以上のコンビニエンスストアの利用頻度を図３―９に，６０歳未満を図３―

１０に示す。

６０歳以上のコンビニエンスストアの利用頻度については，図３―９のとおり，

「７．原市場」をのぞいて「その他（月に数日程度）」のほとんど利用しない人

が６０％以上いる。「７．原市場」でも５１．２％と半数を超えている。逆に「週に２

～３回」以上の人は，コンビエンスストア数の多い「１．市街地中央」「４．精明」

「７．原市場」が２０％を超えている。コンビニエンスストアの買物行動は「７．原

図３―６ ６０歳未満の通信販売の利用状況（％）図３―５ ６０歳以上の通信販売の利用状況（％）
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市場」が特色を持っている。

６０歳未満では，利用しない率が減少しほぼ５０％である。減少率が少ない地区

は「６．美杉台」で６０歳未満でも，コンビニ利用者は少ない。

� ドラッグストアの利用頻度と購入商品

６０歳以上のドラッグストアの利用頻度を図３―１１に，６０歳未満を図３―１２に示

図３―８ ６０歳未満の通信販売の利用媒体（％）図３―７ ６０歳以上の通信販売の利用媒体（％）

図３―９ ６０歳以上のコンビニエンスストア

の利用頻度（％）

図３―１０ ６０歳未満のコンビニエンススト

アの利用頻度（％）
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す。

６０歳以上のドラッグストアの利用頻度については，全ての地区で「その他（月

に数日程度）」のほとんど利用しない人が６０％を超えている。特に「９．南高麗・

名栗」は８１．６％を占めている。

６０歳未満では，利用しない率が減少し，３８．０％～５４．８％である。「週に２～

３回」以上の利用者が２０％を超えるのは，「２．市街地北」「４．原市場」「８．吾野・

東吾野」であり，ドラッグストアが存在し，かつそれ以外のストアがない，あ

るいは少ない地区である。

� 店を選ぶ基準

６０歳以上の店を選ぶ基準を図３―１３に，６０歳未満を図３―１４に示す。

６０歳以上の店を選ぶ基準は，買物時の交通手段で，「自動車」が６０％以上の

地区では，「駐車場の有無」が第１位となっている。６０％を超える地区のうち，

「６．美杉台」のみは，第１位に「品質」が上がっており，品物のよい商業施設

を選んでいることがわかる。徒歩・自転車の多い「１．市街地中央」は１位に「品

揃え」「品質」，次いで「立地条件」，「接客態度」「価格設定」と続き，頻度も

合わせると，買物を楽しむ余裕がある。「６．美杉台」も「品質」「価格設定」「品

揃え」と続き，選定基準の多さを表している。

６０歳未満は，買物時の交通手段で，「１．市街地中央」「５．加治」を除くと「自

図３―１１ ６０歳以上のドラッグストアの利用

頻度（％）

図３―１２ ６０歳未満ドラッグストアの利用

頻度（％）

高齢者の買物行動
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動車」は８０％以上であったが，これらの地区のうち「４．精明」を除いて「駐車

場の有無」が第１位となっている。「１．市街地中央」「４．精明」「５．加治」は，「品

揃え」が１位である。これら３地区は地区内に商業施設が集積しており，「品

揃え」と「価格設定」が選定条件であった。

� 商業者の取組姿勢

６０歳以上の消費者が商店に望むサービスを図３―１５に，６０歳代未満について

を図３―１６に示す。

高齢化社会への対応として，６０歳代以上では，「９．南高麗・名栗」地区を除

図３―１３ ６０歳以上の店を選ぶ基準（複数回答）（％）

図３―１４ ６０歳未満の店を選ぶ基準（複数回答）（％）
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いて，「少量販売やバラ売りなどの販売方法」が最も高い値であった。次いで

「８．配達などのサービス強化」であった。「７．原市場」「８．吾野・東吾野」「９．

南高麗・名栗」地区で「移動スーパーの導入」の要望が強い。

６０歳代未満では，「５．加治」以外では，「配達などのサービス強化」が最多で

ある。次いで，「少量販売やバラ売りなどの販売方法」が多く，次いで「段差

解消などの安全対策」が多くなっているが，「７．原市場」「８．吾野・東吾野」「９．

南高麗・名栗」地区で「移動スーパーの導入」の要望が強い。

図３―１５ ６０歳以上の消費者の望むサービス（複数回答）（％）

図３―１６ ６０歳未満消費者の望むサービス（複数回答）（％）

高齢者の買物行動

１４５



第４章 考察および先行研究の検証

� 高齢者（６０歳以上）の買物行動

表４―１に高齢者（６０歳以上）の買物行動のまとめを示す。

� 高齢者の購買活動特性（交通手段・店舗選択基準）

ここでは，交通手段と店舗選択基準の関係性について述べる。

６０歳以上の人の交通手段として，各地区必ず１０％を超える徒歩，自転車，バ

イクの人がいるということは，身体的に自力で歩行ができ，経済的余裕があり，

時間的に自由が多い高齢者にとって，買物という行動は，ひとつの余暇活動と

して十分意味のあるものになりうると考えられる。一方で６０歳未満では「６．美

杉台」，「８．吾野・東吾野」，「９．南高麗・名栗」では自力での買物活動は皆無で

ある。特に若い層の自力買物活動は非常に低い。

地区別には，「１．市街地中央」の徒歩・自転車利用率は７３．４％であり，圏内

の百貨店，総合スーパー，食品スーパーへと買物に行くパターンを持っている。

しかも，店舗選択基準は「品質」が１位で本来の基準といえるだろう。

交通手段が自動車６０％を超える地区では，店舗選択基準が「駐車場の有無」

が最大要因となっている。そのうち「６．美杉台」は，主として飯能南地区の総

合スーパーに行くがそこは駐車場が完備されているため，それ以外の「品質」

が最大要因となっている。自力での徒歩，自転車利用が多い地区では，「品揃

え」，「品質」が高い値である。

「７．原市場」，「８．吾野・東吾野」，「９．南高麗・名栗」で「移動スーパー」の

要望が強い。

先行研究で，「高齢者は価格以外の基準で店舗を選択する」という結果につ

いて，飯能市の高齢者の店舗選択基準は価格よりも品質や品揃えが上位にくる

が，居住地区によっては駐車場の有無が優先されることが特徴的である。

� 買物頻度

高齢者の買物回数の頻度について述べる。

６０歳以上の消費者は，「６．美杉台」を除いて６０歳未満の人に比べて，買物回

数は多い。交通手段で自力で買物に行く地区である「１．市街地中央」，「２．市街
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表４―１� 高齢者（６０歳以上）の買物行動のまとめ

肉・魚・野菜・果物
買物行動 買物回数 交通手段 店の選択基準

（上位３位）

１．市街地
中央

地区内に商業施設が
集中，徒歩で多頻度
の買物をする行動パ
ターン。地区内吸引
率 は９７．６％，特 に
「飯 能 中 央」へ
８８．１％。６０歳未満で
は，「飯能中央」へ
４７．５％，他は「飯能
東」

多頻度（週に４～
５日以上）が圧倒
的に多く７０．９％，
週２～３日２７．１％

徒歩５２．１％，自転
車３１．３％

品 揃 え・品 質
１９．８％，立地条件
１４．３％，接客態度
１３．２％

２．市街地
北

地区内に商業施設な
し。隣接する「飯能
中央」と車などの交
通手段の必要な「飯
能東」で９０％を超え
る。６０歳以上より未
満の方が「飯能東」
への割合が高い

多頻度４２．９％，週
に２～３回４７．６％

徒歩９．５％，自転
車４２．９％，自動車
４７．６％
自転車率が地区別
には最も多い。

品揃え２２．５％，駐
車場の有無・品質
１７．５％，価格設定
１５．０％

３．市街地
西

６０歳以上では「飯能
中央」が５９．１％と群
を抜いて高いが，未
満は分散し，県内他
市，東京まで広がっ
ている

多頻度２５．９％，週
２～３回５９．３％

徒歩１１．１％，自転
車１１．１％，バイク
３．７％，自 動 車
６６．７％

自動車６６．７％→駐
車場の有無２８．６％
価格設定１６．３％，
品揃え１４．３％

４．精 明 年齢差がない。地区
内と「飯能東」がほ
ぼ同じ割合で３０～
４０％

多頻度３２．６％，週
に２～３回６３．０％

徒歩６．５％，自転
車３７．０％，バイク
４．３％，自 動 車
５２．２％

駐 車 場 の 有 無
２４．７％ ， 品 質
２０．０％，品 揃 え
１５．３％

５．加 治 年齢差があまりない。
地区内は高くなく，
飯能の中心地区およ
び精明へ流出してい
る

多頻度４６．０％，週
２～３回４３．２％

徒歩１２．２％，自転
車２７．０％，バイク
２．７％，自 動 車
５５．４％

品揃え２７．０％，駐
車場の有無２４．１％，
品質１７．５％

６．美杉台 年齢差がなく，「飯
能南」が６０％を超え
ている

多頻度４４．４％，週
２～３回４４．４％

徒歩５．６％，自転
車１１．１０％，自 動
車６６．７％，バ ス
１６．７％

自動車６６．７％であ
るが→品質２１．１％，
価格設定１８．４％，
品揃え１５．８％

７．原市場 年齢差はない。地区
内が３０～４０％で，
５０％近くが飯能の中
心地区で買物

多頻度２７．６％，週
２～３日３８．３％，
週１日以下３４．０％

徒歩４．３％，自転
車６．４％，バイク
４．３％，自 動 車
７４．５％，バス８．０％

自動車７４．５％→駐
車場の有無２８．２％
品揃え２１．２％，品
質１７．６％

８．吾野・
東吾野

年齢差がある。地区
内 は６０歳 以 上 で
１１．４％，未 満 は
１．９％。市街地中央
へは６０歳以上では
６０％程度。他は日高
市が非常に多い

多頻度１０．０％，週
２～３回４８．０％，
週１日以下４２．０％

徒歩６．１％，自転
車４．０％，自動車
７６．０％ ， 電 車
１２．０％

自動車７６．０％→駐
車場の有無２９．７％
品揃え・品質・価
格設定１４．３％

９．南高麗・
名栗

年齢差が大きい。地
区内は６０歳以上では
２６．５％，未満は２．９％

多頻度１４．３％，週
２～３回３８．１％，
週１日以下４７．７％

徒歩９．５％，自転
車・バイク２．４％，
自動車８１．０％，バ
ス２．６％

自動車８１．０％→駐
車場の有無３５．６％，
品揃え２３．３％，品
質１２．３％
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表４―１� 高齢者（６０歳以上）の買物行動のまとめ

通信販
売利用
率
（よく
利用＋
時々利
用）

利用意
向
（今後
利用し
たい）

コンビニ利
用頻度
（月に数日
程度の人が
全体に６０％
程度）

ドラッグス
トア利用頻
度
（月に数日
程度の人が
全体に６０％
程度）

商業者への期待

１．市街地
中央

６５．９％ １０．６％
（高い）

週２～３回
以上２３．４％

�「少量販売バラ売り」３２．９％，
�「配達などのサービス強化」
２５．０％，�「高齢者との交流・コ
ミュニケーション機会の提供」
１５．８％

２．市街地
北

３３．３％
（低い）

０％ �「少量販売バラ売り」４５．９％，
�「陳列・値札など店内の改善」
２４．３％，�「配達などのサービス
強化」１８．９％

３．市街地
西

５０．０％ ７．７％ �「少量販売バラ売り」４３．６％，
�「配達などのサービス強化」
２０．５％，�「高齢者との交流・コ
ミュニケーション機会の提供」・
「移動スーパー」１２．８％

４．精 明 ５３．３％ ８．９％ 週２～３回
以上２７．３％

�「少量販売バラ売り等」３９．５％，
�「配達などのサービス強化」
２３．７％，�「陳列・値札など店内
の改善」１４．５％

５．加 治 ５８．９％ ４．１％ �「少量販売バラ売り」４０．２％，
�「配達などのサービス強化」
２５．８％

６．美杉台 ７２．２％ ０％ �「少量販売バラ売り」３０．０％，
�「配達などのサービス強化」
３０．０％，�「安全対策」１３．３％

７．原市場 ６５．２％ ４．７％ 週２～３回
以上２８．０％，
月に数日が
少 な く
５１．２％

�「少量販売バラ売り」２９．６％，
�「配達などのサービス強化」
２５．９％，�「移動スーパー」１４．８％

８．吾野・
東吾野

４９．０％
（低い）

１２．２％
（高い）

�「少量販売バラ売り」２６．９％，
�「配達などのサービス強化」
２６．９％，�「移動スーパー」２３．１％

９．南高麗・
名栗

４３．９％
（低い）

９．８％ 月に数日が
他地区に比
し て 多 い
８１．６％

�「配達などのサービス強化」
２８．６％，�「少量販売バラ売り」
２５．７％，�「移動スーパーの導入」
１４．３％
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地北」，「５．加治」では，さらにその傾向が強い。しかし，自力の買物が多かっ

た精明地区は，買物回数は目だって多くはない。逆に自動車利用率が高かった

「６．美杉台」は，多頻度の買物を行っており，その意味では余暇活動としての

意味を持っているとも考えられる。「７．原市場」は多頻度回数者が２７．６％いる

ものの，地区スーパーへの交通の便の良くない地域もあり，週に１日以下の買

物回数の人が３４％に上り，２極化している。「８．吾野・東吾野」，「９．南高麗・

名栗」は週に１日以下の買物回数の人が４２．０％，４７．７％となっている。以上の

ことから買物の回数は，まさに交通手段によることがわかる。

先行研究における「高齢者になるにつれて買物に行く頻度が増える」という

結果について，飯能市の高齢者も，６０歳未満より買物回数は多い。ただし，自

力（徒歩または自転車）で行くほうが，自動車を利用するより買物回数が多い

とは言えない（近いからたびたび行くわけではない）。

� 新しい業態の利用

新しい購買システムとして，新しい業態について検討した。

６０歳以上の消費者は，６０歳未満の消費者に比べて通信販売に対する利用頻度

は全体に低いが，「よく利用している」，「時々利用している」を合計すると「２．

市街地北」を除いて５０％を超えている。利用希望も「１．市街地中央」と「８．吾

野・東吾野」で１０％を超えている。「２．市街地北」は利用率も低く，かつ利用

意向もない。

コンビニの利用頻度は，週に２～３回以上の利用が「１．市街地中央」，「４．精

明」，「７．原市場」で多く，この地区はコンビニの多出店地区と一致している。

全体でほとんど利用しない割合は６０％程度である。

ドラッグストア利用頻度は，「ほとんど利用しない」割合が「９．南高麗・名

栗」で８１．６％と突出して高いが，それ以外の地区はほぼ６０％である。

先行研究における「比較的新しい業態の利用は，年齢が高くなるにつれて低

下する」という結果について，飯能市の場合，通信販売利用率は「６．美杉台」

が７２．２％で最高値であり，一方でこれからの利用意向は１０％程度を超えない。

社団法人日本通信販売協会発表によると２００４年の通信販売を利用している世帯

は７４．６％とされている１０）。その意味で，飯能市の利用率は低めである。コンビニ，

ドラッグストアは，近くにあれば利用するが，それ以外の地区では，ほとんど
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利用しない。

� 高齢者の買物行動を踏まえた今後―特徴的地区別に―

高齢者の買物行動は，居住地の交通環境や年齢など様々な要因が関係する。

本稿では交通環境を重視して分析を行なったが，興味深い結果を示すことがで

きた。今後，飯能市の商業（購買システム）は，現在の６０歳未満が高齢期を迎

えたときに，高齢者にとって望ましい環境を整えているといえるのか。その指

標なる地区として，商業集積があり，現状では年代に関係なく買物環境は最も

充足されていると考えられる「１．市街地中央」，生鮮品でさえ買物はほぼ自動

車で，買物回数もかなり少なく，まとめ買いをせざるをえないという意味で，

特に現在の６０歳未満にとって買物環境が不十分（不満）な「８．吾野・東吾野」

と「９．南高麗・名栗」，そして飯能市内では高齢化率が最も低く，市外からの

人口の流入が続いている「６．美杉台」について触れておきたい。

「１．市街地中央」は飯能市中心部であるが，空店舗の目立つ商店街を含み空

洞化は進んでいるものの，高齢者は，自力での購買活動を行っている。その店

舗選択基準は「品揃え・品質・立地条件・接客態度」とシビアに選択の対象と

なっており，店舗側としても，それなりの努力が必要であろう。しかし今後に

ついては，６０歳未満の購買行動が自力よりも自動車にたよる傾向が強いので，

このままでは更に空洞化は進むことになる。

年齢差の大きい「８．吾野・東吾野」「９．南高麗・名栗」は，現在高齢者が利

用する小売店が存在する。しかし現在の６０歳未満の吾野・東吾野は日高市へ，

南高麗・名栗は原市場に行くなどの行動パターンは全く異なるため新しい業態

への変更が求められるであろう。「移動スーパー」も選択肢の一つである。

いま一つ，興味深い地区が「６．美杉台」である。年代差はなく，同一のスー

パーでどの年代も購入している。買物回数は６０歳以上のほうが多い。６０歳未満

は，他地区と比べて回数が少なく，自動車を使ってまとめ買いをする傾向があ

る。店舗を選ぶ基準は，自動車を使うのにもかかわらず駐車場ではなく，品質

である。美杉台についてはこのように新しい生活スタイルを持つ消費者が存在

することがわかった。昨年，食品スーパーが美杉台に進出した。美杉台の住民

の購買行動に変化があるのか，新しい調査が待たれる。
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